
歴
史
あ
る
議
場
で
小
学
生
が
議
会
体
験
！

子
ど
も
模
擬
議
会

築
88
年

子ども模擬議会、日程
各委員会構成、６月定例会あらまし、主な議案
代表質問
個人質問
常任委員長報告、賛否一覧、陳情審査結果など
政務活動費執行状況、次回定例会の日程など

１面
２面
3面

4、5面
６面
７面

６月定例会日程

市政全般について質問､委員会付託

議案等審査

本会議（開会）

本会議（総括質問）

常任委員会

本会議（閉会）

６月20日

６月28日、29日、30日

７月４日、５日

７月12日

議場は市役所本館にあり、1934年（昭和９年）に建てられました。国会議事堂より古い建物です。

議員名が書かれた柱を立てると
電光掲示板に出席議員数がカウントされます。

議員は、演壇に立って市政に関する質問をします。

市長や市職員が議員の質問に答えます。

議会には
色々なルールが
あるんだなぁ…

　６月17日に南藁科小学校の６年生15人が

議員・市職員役に分かれ、実際の本会議さなが

らに行いました。

　模擬議会は、市内小学６年生を対象に学校単

位で受け付けており、小規模校

でも開催出来ます。

電光掲示板の
人数が変わった！

目  次
会期決定、人事案件上程～表決、
議案上程・説明

議案上程・委員長報告・質疑・討論・表決
議員提出議案上程～表決

●「市議会だより」は、新しい生活様式を推奨するため、配布者の負担を軽減するよう「広報しずおか」と合同で発行しています。

Shizuoka City Council News

令和4年6月定例会号[No.83] 発行日/令和4年（2022年）9月１日https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_000260.html
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主
な
議
案

主
な
議
案

６
月
定
例
会
で
審
議
し
た

主
な
議
案
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
︒

補正予算の概要

議案

◆予算規模
令
和
４
年
度

静
岡
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

静
岡
市
多
文
化
共
生
の
ま
ち
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

脱
炭
素
先
行
地
域
再
エ
ネ
設
備
等
導
入
事
業
費
助
成

(
１
９
２
,
２
４
０
千
円
)

　
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
提
案
書
に
基
づ
く
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
整
備
事
業
に
対
し
助
成
す
る
も
の
︒

　
多
文
化
共
生
の
ま
ち
の
推
進
に
関
す
る
基
本
理
念
︑市
︑

市
民
︑事
業
者
等
の
責
務
︑施
策
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
︑

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
︑多
文
化
共
生
の

ま
ち
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
︒

高
規
格
救
急
自
動
車
の
購
入
に
つ
い
て

　
高
規
格
救
急
自
動
車
を
７
台
購
入
す
る
も
の
︒

物
価
高
騰
対
策
給
食
費
負
担
軽
減
事
業

(
３
２
６
,
０
０
０
千
円
)

　
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
費
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
︑食
材
料

費
の
値
上
が
り
が
子
育
て
世
帯
の

保
護
者
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
︑

消
費
者
物
価
指
数
を
基
に
食
材
料

費
の
概
ね
10
％
相
当
額
を
確
保
す

る
も
の
︒

こども園での給食の様子

多
文
化
共
生
の
ま
ち
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

(
３
,
０
０
０
千
円
)

　﹁
静
岡
市
多
文
化
共
生
の
ま
ち

推
進
条
例
﹂の
制
定
を
契
機
に
︑外

国
文
化
・
食
体
験
︑や
さ
し
い
日
本

語
を
用
い
た
留
学
生
と
の
交
流
体

験
と
い
っ
た
多
文
化
共
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
︑市
民
の
多
文
化
共
生
意

識
を
醸
成
す
る
た
め
の
事
業
を
実

施
す
る
も
の
︒　

多文化共生交流体験プログラム
イメージ

議案などを専門的・効率的に審査するための常設の委員会として、常任委員会があります。
現在、静岡市議会では６つの常任委員会を設置し、議員はいずれかの常任委員会に所属します。

一般会計

70億9,000万円増

累計予算額

3,448億9,000万円

議会運営委員会構成

　
令
和
４
年
６
月
20
日
か
ら
７
月
12
日
ま

で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
︑
６
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
︒

　
定
例
会
で
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物

価
高
騰
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
︑
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
緊
急
対
策
や
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す

る
経
費
の
ほ
か
︑
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と

し
て
︑
２
０
５
０
年
ま
で
に
電
力
消
費
に

伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
︵
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
︶
を
目
指
す
た
め
の
取
組
を
実

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

施
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
た
令
和
４
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
静
岡
市
多
文
化

共
生
の
ま
ち
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

な
ど
の
議
案
16
件
︑請
願
１
件
を
審
議
し
︑

陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
︒

　
７
月
12
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
７
月

４
日
︑
５
日
に
開
催
し
た
各
常
任
委
員
会

の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
︑表
決
の
結
果
︑

議
案
16
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た

︵
６
面
掲
載
︶︒

常任委員会構成

総務委員会
（８人）

◎ 池谷　大輔

〇 山本　彰彦

 　寺澤　　潤

 　風間　重樹

 　大村　一雄

 　内田　　典

 　佐藤　成子

 　石上顕太郎

◎委員長　〇副委員長◎委員長　〇副委員長

　市長公室、危機管理総

室、総務局、企画局及び

財政局の所管に関する事

項並びに他の常任委員

会の所管に属しない事項

市民環境教育
委員会（８人）

◎ 宮澤　圭輔

〇 白濱　史教

 　宮城島史人

 　浜田　佑介

 　杉本　　護

 　井上　智仁

 　繁田　和三

 　山根田鶴子

　市民局、区役所

及び環境局並びに

教育委員会の所管

に関する事項

厚生委員会
（８人）

◎ 加藤　博男

〇 鈴木　直人

 　稲葉　寛之

 　寺尾　　昭

 　福地　　健

 　望月　俊明

 　白鳥　　実

 　井上　恒彌

　保健福祉長寿

局及び子ども未来

局の所管に関する

事項

観光文化経済
委員会（８人）

◎ 平井　正樹

〇 児嶋　喜彦

 　市川　　正

 　島　　直也

 　大石　直樹

 　栗田　裕之

 　畑田　　響

 　遠藤　裕孝

　観光交流文化局

及び経済局並びに

農業委員会の所管

に関する事項

都市建設
委員会（８人）

◎ 後藤　哲朗

〇 堀　　　努

 　石井　孝治

 　尾崎　行雄

 　山梨　　渉

 　宮城　展代

 　松谷　　清

 　丹沢　卓久

　都市局及び建

設局の所管に関

する事項

企業消防
委員会（８人）

◎ 安竹　信男

〇 髙木　　強

 　天野　正剛

 　小山　　悟

 　長沼　滋雄

 　山本　昌輝

 　長島　　強

 　鈴木　和彦

　上下水道局及び

消防局の所管に関

する事項

特定の事柄について調査・研究などをするため、必要に応じて設置する委員会です。
現在、静岡市議会では４つの特別委員会を設置しています。

特別委員会構成

デジタル社会推進
特別委員会（10人）

◎ 丹沢　卓久

〇 小山　　悟

 　天野　正剛

 　浜田　佑介

 　白濱　史教

 　杉本　　護

 　石井　孝治

 　堀　　　努

 　山梨　　渉

 　石上顕太郎

◎委員長　〇副委員長

　便利で暮らしやすい

デジタル社会の実現に

向けて、ＩＣＴを活用

した市民の安全安心の

確保や市民サービスの

向上、行政の効率化等

に係る調査及び施策の

推進に関する協議・討

議（意見交換）・提言等

を行う。

中山間地調査
特別委員会（９人）

◎ 市川　　正

〇 繁田　和三

 　宮城島史人

 　長沼　滋雄

 　鈴木　直人

 　尾崎　行雄

 　山本　彰彦

 　白鳥　　実

 　遠藤　裕孝

　新東名ＩＣ等を活用

した中山間地の活性化

並びに地域振興策の調

査及び整備に関する協

議・討議（意見交換）・

提言等を行う。

まちづくり拠点調査
特別委員会（９人）

◎ 宮城　展代　

〇 風間　重樹

 　児嶋　喜彦

 　髙木　　強

 　長島　　強

 　島　　直也

 　寺澤　　潤

 　内田　　典

 　鈴木　和彦

　まちづくりの拠点と

なる施設の整備に関す

る協議・討議（意見交

換）・提言等を行う。

総合交通政策特別
委員会（９人）

◎ 井上　智仁

〇 山根田鶴子

 　山本　昌輝

 　稲葉　寛之

 　寺尾　　昭

 　栗田　裕之

 　大村　一雄

 　松谷　　清

 　井上　恒彌

　交通弱者対応及び交

通網整備による地域活

性化に向けて、各地域

の実情に合わせた総合

交通体系のあり方に関

する協議（意見交換）・

提言等を行う。

議会運営委員会（10人）

　議会運営を円滑に行うため

に設置されている委員会で、

会議の運営方法や日程等の協

議・調整を行う。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

◎ 畑田　　響

〇 石井　孝治

 　杉本　　護

 　稲葉　寛之

 　寺澤　　潤

 　平井　正樹

 　山梨　　渉

 　白鳥　　実

 　繁田　和三

 　遠藤　裕孝
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代 表 質 問
自
由
民
主
党
静
岡
市
議
会
議
員
団

創
生
静
岡

公
明
党
静
岡
市
議
会

日
本
共
産
党
静
岡
市
議
会
議
員
団

志
政
会

6月定例会で５会派が代表質問を行いました。質問の一部を抜粋してお知らせします。
代表質問は４人以上の所属議員を有する会派が行うことができます。

ホームページで録画映像をご覧いただけます。

４次総

　第４次静岡市総合計画の略称。総合計画は、長期的な視野に立ってまちづくりの方向

性を示す市政運営の最も基本となる計画であり、計画期間は2023年度から2030年度。

子育て支援ヘルパー派遣事業

　生後１歳未満の子どもを養育する人が家事や育児をすることが困難で、ほかに家事

や育児を行う人がいない家庭や、３歳未満の乳幼児を２人以上養育する家庭、また妊娠

中で体調不良により家事や育児の援助を必要とする家庭にヘルパーを派遣し、身の回

りの世話や育児などを援助する制度。

語句説明

４
次
総
に
お
け
る
重
点
政
策

尾崎　行雄 議員

　
４
次
総
の
対
象
期
間
で
あ
る

５
年
度
か
ら
の
８
年
間
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
た
社
会
経
済

活
動
の
回
復
を
図
っ
て
い
く
重

要
な
期
間
で
あ
る
が
、
骨
子
案

の
７
本
の
政
策
の
柱
に
経
済
対

策
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
４
次

総
の
策
定
に
あ
た
り
、
会
派
で

は
「
未
来
志
向
の
軸
を
打
ち
立

て
る
べ
き
」
と
し
、
①
３
都
心
の

完
成
と
市
域
の
発
展
、
②
経
済
産

業
の
進
化
と
官
民
共
創
、
③
こ
ど

も
子
育
て
と
健
康
長
寿
、
④
森
林

文
化
と
地
域
環
境
、
⑤
交
流
人
口

拡
大
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
５
つ

を
政
策
軸
に
、
こ
れ
ら
に
紐
づ

く
具
体
的
な
政
策
を
提
言
書
に

ま
と
め
市
長
に
要
望
し
た
。
そ

こ
で
、
４
次
総
で
は
ど
の
よ
う

な
政
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　
７
つ
の
柱
を
次
の
５
つ
の
重

点
政
策
に
集
約
す
る
︒①
歴
史
文

化
︑②
海
洋
文
化
︑③
森
林
文
化

の
地
域
づ
く
り
︑④
健
康
長
寿
に

子
ど
も
・
子
育
て
の
観
点
を
加

え
た
健
康
で
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
︑⑤
ま
ち
は
劇
場
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
要
素
を
加
え
た

交
流
人
口
の
拡
大
︒
こ
れ
ら
の

政
策
の
推
進
に
は
︑
経
済
産
業

の
進
化
が
不
可
欠
で
あ
る
︒
あ

ら
ゆ
る
施
策
は
経
済
政
策
に
通

ず
る
認
識
の
も
と
４
次
総
全
体

で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
︒

大
規
模
事
業
の
検
討
経
緯
と

集
約
化
・
複
合
化

風間　重樹 議員

　
現
在
計
画
が
進
行
中
の
海
洋

文
化
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
大

規
模
事
業
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や

ア
リ
ー
ナ
構
想
と
集
客
な
ど
の

観
点
で
競
合
す
る
点
が
多
い
。

会
派
で
は
、
海
洋
文
化
施
設
建

設
が
先
行
す
れ
ば
、
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
の
可
能
性
は
極
め
て
低

く
な
る
と
考
え
る
。
今
後
の
大

規
模
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政

規
律
の
観
点
か
ら
も
、
独
立
採

算
は
当
然
な
が
ら
、
お
金
を
稼

ぐ
施
設
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
現
在
想
定

し
て
い
る
大
規
模
事
業
は
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
選
択
し
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
選
択
し
た
事
業

に
つ
い
て
、
立
地
的
な
集
約
化
・

複
合
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
大
規
模
事
業
に
つ
い
て
は
︑

本
市
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
か
す
こ
と
で
︑
ま
ち
の
魅
力

や
求
心
力
を
高
め
︑
経
済
の
好

循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

る
事
業
と
い
う
観
点
で
検
討
し
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
熟
度
に
応
じ
て
推

進
し
て
い
る
︒

　
事
業
の
集
約
化
・
複
合
化
に

つ
い
て
は
︑
今
後
の
検
討
過
程

に
お
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
特
性
や
立
地
な
ど
を
踏
ま
え
︑

ま
ち
づ
く
り
等
へ
の
寄
与
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
︑
他
都
市

の
先
行
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
︒

中
学
校
の
部
活
動
改
革

山本　彰彦 議員

　
公
立
中
学
校
の
部
活
動
の
在

り
方
を
検
討
し
て
き
た
ス
ポ
ー

ツ
庁
の
有
識
者
会
議
は
、
休
日

の
指
導
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
や
民
間
事
業
者
に
委
ね
る

地
域
移
行
を
、
令
和
７
年
度
末

ま
で
に
目
指
す
提
言
を
と
り
ま

と
め
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
受

け
皿
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

指
導
者
の
確
保
に
加
え
、
経
済

的
に
困
窮
す
る
家
庭
を
援
助
す

る
た
め
の
財
源
確
保
な
ど
、
課

題
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
部

活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

部
活
動
の
見
直
し
を
進
め
て
き

た
が
、
そ
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
の
部
活
動
改
革
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
長
時
間
の
練
習
が
常
態
化
す

る
な
ど
︑
部
活
動
に
よ
る
生
徒

の
心
身
へ
の
負
荷
︑
教
職
員
の

指
導
負
担
な
ど
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
︑
全
国
に
先
駆
け
て

策
定
し
た
本
市
独
自
の
部
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
成
果
と
し
て
︑

①
生
徒
主
体
の
充
実
し
た
活
動
︑

②
専
門
的
な
指
導
に
よ
る
質
の

向
上
の
２
点
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

そ
れ
ら
の
成
果
を
生
か
し
つ
つ
︑

部
活
動
が
子
ど
も
達
に
と
っ
て
︑

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
芸
術
に
親
し
む
た
め
の
入
り

口
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
改

革
を
進
め
て
い
く
︒

静
岡
市
の
平
和
都
市
宣
言
と

平
和
行
政

市川　正 議員

　
本
市
は
、
憲
法
に
掲
げ
る
恒

久
平
和
の
理
念
の
も
と
、
核
兵

器
な
ど
大
量
破
壊
兵
器
の
廃
絶

と
世
界
平
和
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
静
岡
市
平

和
都
市
宣
言
を
平
成
17
年
に
決

議
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化
し
、
核

兵
器
の
使
用
も
た
め
ら
わ
な
い

姿
勢
を
見
せ
て
い
る
今
こ
そ
、

世
界
平
和
の
実
現
に
貢
献
す
る

時
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
平
和
都

市
宣
言
の
下
、
平
和
行
政
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。
宣
言

で
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
貢
献
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
核
兵

器
の
使
用
に
つ
い
て
市
の
考
え

は
。
ま
た
、
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
・
批
准
を
国
に
求
め

る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
市
は
様
々
な
場
面
に
お
い

て
︑
平
和
の
理
念
を
も
っ
て
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
平
和
行
政

と
考
え
取
り
組
ん
で
き
た
︒
今

後
も
幅
広
い
世
代
へ
の
意
識
啓

発
な
ど
︑
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
る
取
組
を
推
進
す
る
︒
核
兵

器
使
用
に
つ
い
て
は
︑
宣
言
で

表
明
し
た
考
え
か
ら
現
在
も
変

わ
り
な
い
︒
核
兵
器
禁
止
条
約

に
つ
い
て
は
国
の
専
管
事
項
で

あ
り
︑
国
政
の
場
に
お
い
て
し

か
る
べ
き
議
論
︑
対
応
が
な
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
︒

多
子
世
帯
へ
の
支
援

児嶋　喜彦 議員

　
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
方

法
は
出
生
率
の
改
善
で
あ
り
、

出
生
率
低
下
に
は
様
々
な
要
因

が
あ
る
。
婚
姻
率
の
低
下
や
晩

婚
化
の
ほ
か
、
結
婚
後
に
子
ど

も
が
な
か
な
か
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
第
２
子
以
降
を
断

念
す
る
ケ
ー
ス
は
、
共
働
き
世

帯
が
多
く
、
出
産
・
育
児
の
た

め
に
複
数
回
休
職
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、

子
育
て
に
お
金
が
か
か
る
こ
と

が
主
な
理
由
と
考
え
る
。
第
２

子
、
第
３
子
が
で
き
て
も
、
金

銭
面
を
含
め
、
安
心
感
を
も
っ

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
や
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
と
考
え
る
が
、
本
市
は
多

子
世
帯
へ
の
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

　
多
子
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
︑

27
年
度
か
ら
︑
児
童
ク
ラ
ブ
を

兄
弟
姉
妹
が
同
時
利
用
す
る
際
︑

第
２
子
以
降
の
保
護
者
負
担
金

を
減
額
し
た
ほ
か
︑
保
育
料
の

減
額
に
つ
い
て
︑
国
の
基
準
よ

り
も
対
象
世
帯
を
拡
大
す
る
本

市
独
自
の
軽
減
制
度
を
導
入
す

る
な
ど
︑
様
々
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
た
︒
さ
ら
に
︑
経
済

的
支
援
以
外
に
も
︑
子
育
て
支

援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
や
︑
こ

ど
も
園
に
兄
弟
姉
妹
を
入
所
し

や
す
く
す
る
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
︒
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質
問
者

宮
城
島
　
史
人
(
志
政
会
)

三
保
半
島
で
の
観
光
客
と
住
民
の
共
生

　
三
保
松
原
が
日
本
初
の
国
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
令
和
４
年
で

１
０
０
年
目
を
迎
え
た
。
今
年
５
月
の
Ｇ
Ｗ
に
は
、
渋
滞
に
よ

り
地
域
住
民
が
自
宅
に
戻
れ
な
い
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発

生
し
た
。
現
在
の
観
光
客
の
傾
向
は
、
地
域
が
主
催
す
る
催
事

や
伝
統
芸
能
を
住
民
と
一
緒
に
楽
し
む
「
モ
ノ
か
ら
コ
ト
」
に

移
行
し
て
い
る
。
次
の
１
０
０
年
に
向
け
、
三
保
松
原
を
保
全

し
景
観
を
守
り
つ
つ
、
そ
こ
に
住
む
住
民
と
の
共
生
も
進
め
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
三
保
半
島
の
渋
滞
対
策
及
び
清
水
港
三

保
線
の
無
電
柱
化
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

三
保
半
島
の
渋
滞
対
策
と
し
て
︑
環
状
道
路
網
を
担
う
都
市

計
画
道
路
の
工
事
︑
用
地
取
得
等
を
進
め
て
い
る
︒
ま
た
︑
無

電
柱
化
は
︑
折
戸
西
団
地
か
ら
北
へ
約
６
７
０
ｍ
の
区
間
に
つ

い
て
現
在
︑
電
線
事
業
者
と
事
業
化
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て

い
る
︒

質
問
者

栗
田
　
裕
之
(
創
生
静
岡
)

清
水
七
夕
ま
つ
り
と
地
域
振
興

　
昭
和
28
年
の
第
１
回
清
水
七
夕
ま
つ
り
は
、
当
時
の
清
水
市

商
店
街
連
盟
が
主
導
し
、
各
商
店
街
を
巻
き
込
ん
だ
約
２
０
０

０
店
が
参
加
す
る
全
国
で
も
有
数
の
規
模
の
祭
り
と
し
て
大
成

功
を
収
め
、
今
で
は
清
水
三
大
祭
り
の
１
つ
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。
伝
統
的
な
清
水
の
文
化
で
あ
り
、
引
き
続
き
大
切
に
継

承
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
と
し
て
も
、
こ
の
祭

り
が
地
域
や
商
店
街
振
興
に
果
た
す
役
割
と
重
み
を
認
識
す
べ

き
で
あ
る
。
市
は
、
清
水
七
夕
祭
り
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

清
水
七
夕
ま
つ
り
は
︑
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
や
来
場
者
の

買
い
物
や
食
事
に
よ
る
経
済
効
果
も
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
清
水
駅
前
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
︑
関
係
者
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
機
運
を
醸
成
す
る
機
会
に
な
っ
て
お
り
︑

今
後
も
継
続
的
な
実
施
に
向
け
た
支
援
を
続
け
て
い
く
︒

質
問
者

井
上
　
智
仁
(
公
明
党
)

４
次
総
に
お
け
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
の
推
進

　
会
派
で
は
４
次
総
策
定
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
の
理
念
の
も
と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
を

後
押
し
し
、
誰
も
が
希
望
を
持
ち
、
安
心
で
き
る
社
会
の
構
築

に
向
け
た
提
言
書
を
市
長
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
市
民
生
活
に
根
差
し
た
、
子
育
て
、
医
療
、
介
護
な
ど

の
社
会
保
障
で
あ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
健
康
長
寿
の
ま
ち

の
推
進
に
つ
い
て
、
４
次
総
で
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
取
り

組
む
の
か
。

４
次
総
に
お
け
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
の
推
進
で
は
︑
市
民
の

皆
さ
ん
︑
市
議
会
の
御
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
︑
重
点
政
策
と
し

て
子
ど
も
・
子
育
て
の
観
点
を
加
え
た
︑
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

ず
︑
健
康
で
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
資
す
る
政
策
を
位
置

付
け
︑
全
世
代
に
対
す
る
取
組
を
加
速
さ
せ
て
い
く
︒

質
問
者

加
藤
　
博
男
(
公
明
党
)

若
者
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画

　
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
、
多
難
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
若
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
市
の
課
題
解
決
が
進
ん
だ

り
、
若
者
が
活
躍
す
る
こ
と
で
市
の
魅
力
が
向
上
し
、
活
性
化

し
た
り
す
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
は
、
若
者
が
政
治
や
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
を
持
ち
、
地
元
就
職
や
自
ら
の
起
業
に
よ
り
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
て
い
く
素
地
も
期
待
で
き
る
と
感
じ

る
。
そ
こ
で
、
若
者
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
進

め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

若
者
が
主
体
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
﹁
人
づ
く
り
﹂
を

公
民
連
携
で
推
進
す
る
た
め
︑
３
年
度
は
﹁
第
１
回
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
﹂
を
開
催
し
た
︒
４
年
度
は
︑
こ
の
取
組

を
活
か
し
︑
学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
事
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
︑

第
２
回
ユ
ー
ス
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
︒

質
問
者

長
沼
　
滋
雄
(
創
生
静
岡
)

多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
市
民
と
の
交
流

　
多
文
化
主
義
と
は
、
異
な
る
出
自
の
知
識
や
技
術
、
技
能
の

集
積
で
あ
り
、
そ
れ
を
力
に
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
県
内

で
働
い
た
り
勉
強
し
た
り
し
て
い
る
外
国
出
身
者
の
方
か
ら
、

職
場
と
自
宅
を
往
復
す
る
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
交
流
で
き
る

機
会
が
欲
し
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
相

互
理
解
が
進
め
ば
、
誰
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
る
。
多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
市
民
が
自

治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
参
加
し
や
す
い
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

市
民
活
動
団
体
と
協
働
し
︑
全
国
で
も
先
駆
的
な
﹁
し
ず
お

か
自
治
会
・
町
内
会
多
文
化
共
生
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂
を
作
成
し
︑

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
全
自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
︑

多
文
化
共
生
に
課
題
意
識
を
持
つ
と
回
答
し
た
約
３
０
０
の
自

治
会
等
に
配
布
し
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
︒

質
問
者

宮
澤
　
圭
輔
(
創
生
静
岡
)

子
育
て
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
の
人
口
減
少
率
は
、
政
令
指
定
都
市
中
、
ま
た
静
岡
県

内
35
市
町
中
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
、
全
国
１
７
４
０
自
治
体
中
で

も
ワ
ー
ス
ト
13
位
と
な
っ
て
い
る
。
出
生
率
は
本
市
の
予
測
を

大
幅
に
下
回
り
、
低
下
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

人
口
減
少
、
少
子
化
が
進
む
本
市
に
と
っ
て
、
最
優
先
す
べ
き

は
人
口
減
少
率
、
出
生
率
の
改
善
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
子
育
て
支
援
の
拡
充
こ
そ
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
子
育
て
を
重
点
に
置
い
た
ま
ち
づ
く
り
を

政
策
の
中
心
に
据
え
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

４
次
総
で
は
︑分
野
別
計
画
の
一
つ
と
し
て﹁
子
ど
も・教
育
﹂

分
野
を
位
置
づ
け
︑
着
実
に
取
組
を
進
め
る
︒
さ
ら
に
︑
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
５
大
構
想
の
﹁
健
康
長
寿
の
ま
ち
の
推

進
﹂
に
﹁
子
ど
も
・
子
育
て
﹂
の
観
点
を
加
え
︑
新
た
に
重
点

的
な
政
策
と
し
て
位
置
付
け
る
︒

質
問
者

松
谷
　
清
(
緑
の
党
)

南
ア
ル
プ
ス
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

　
令
和
３
年
12
月
の
水
資
源
に
関
す
る
中
間
報
告
書
等
で
、
大

井
川
上
流
域
の
地
下
水
が
60
年
以
上
前
の
被
圧
地
下
水
で
構
成

さ
れ
て
い
る
可
能
性
な
ど
、
新
し
い
事
柄
が
明
ら
か
に
な
る
中
、

国
土
交
通
省
の
第
14
回
有
識
者
会
議
で
生
態
系
に
関
す
る
議
論

が
開
始
さ
れ
た
が
、
市
の
受
止
め
と
議
論
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、

有
識
者
会
議
に
静
岡
市
中
央
新
幹
線
建
設
事
業
影
響
評
価
協
議

会
の
委
員
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
早
急
に
市
協
議

会
を
開
催
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

有
識
者
会
議
の
中
で
︑
環
境
保
全
に
向
け
た
十
分
な
議
論
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
︑
こ
の
議
論
を
﹁
自
然

と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
地
域
発
展
を
考
え
る
糸
口
﹂
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
︒
有
識
者
会
議
に
は
本
市
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
お
り
︑
今
後
の
議
論
を
注
視
し
つ
つ
︑
必
要

に
応
じ
て
︑
市
協
議
会
の
開
催
等
を
検
討
し
て
い
く
︒

質
問
者

山
本
　
昌
輝
(
自
民
党
)

大
内
新
田
地
区
の
土
地
利
活
用

　
清
水
区
大
内
新
田
の
土
地
は
、
概
ね
１
万
坪
の
面
積
が
あ
り
、

高
部
地
区
連
合
自
治
会
を
中
心
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
か

ら
、
清
水
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
ほ
し
い
、
地
元
の
た
め

に
開
発
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
る
な
ど
、
土
地
開
発
に
関
す

る
潜
在
的
な
可
能
性
と
、
地
元
の
想
い
を
背
負
っ
た
土
地
だ
と

考
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市
民
や
民
間
企
業

な
ど
多
方
面
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
土
地
を
市
全
体
の
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
さ
せ
て
い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
︑
令
和
４
年
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
︑
地
元
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討
を
重
ね
作
成
し
た
土

地
利
活
用
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
︑
そ
の
後
︑

公
園
︑
調
整
池
︑
生
涯
学
習
交
流
館
な
ど
の
具
体
的
な
調
査
・

設
計
に
着
手
す
る
︒

い
る
︒無電柱化

　道路の地下空間を活用して、電線類の地中化や、

表通りから見えないように配線する裏配線などに

より道路から電柱をなくすこと。

オーバーツーリズム

　特定の観光地において、訪問客の著しい増加等

が、地域住民の生活や自然環境、景観等に対して受

忍限度を超える負の影響をもたらしたり、観光客の

満足度を著しく低下させるような状況。

語句説明

に
応
じ
て
︑
市
協
議
会
の
開
催
等
を
検
討
し
て
い
く
︒

市ＳＤＧｓユースサミット
　2030年の社会で中心的な役割が期待される若者が、自らの
ＳＤＧｓの取組を発信し、同世代の若者の行動を促す事業。

学生レポーター事業
　学生がＳＤＧｓに取り組む市内企業・団体を取材し、情報発
信を行う事業。

語句説明

語句説明
有識者会議
　国土交通省が、リニア中央新幹線静岡工区における水資源利
用や環境保全へのＪＲ東海の取組に対して指導・助言等を行う
ことを目的として開催する会議。令和２年４月から令和３年12
月まで、大井川中下流域の水資源に関して議論が行われ、中間
報告が取りまとめられた。また、令和４年６月から環境保全に
関する議論が開始された。

静岡市中央新幹線建設事業影響評価協議会
　リニア中央新幹線の建設事業により生ずる環境等に関する影
響について専門的な見地から調査審議する静岡市の附属機関。

　
多
文
化
主
義
と
は
、
異
な
る
出
自
の
知
識
や
技
術
、
技
能
の

集
積
で
あ
り
、
そ
れ
を
力
に
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
県
内

職
場
と
自
宅
を
往
復
す
る
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
交
流
で
き
る

機
会
が
欲
し
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
相

治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
参
加
し
や
す
い
よ

「しずおか自治会・町内会多文化共生

ガイドブック」

　多様な文化的背景を持った市民の方々が、

自治会等の活動に参加してもらうためのポ

イントやコミュニケーションをとるための

工夫、課題となりやすいゴミ出しの改善策、

地域防災活動への参加の促しといった内容

や、取組の好事例を掲載したガイドブック。

語句説明

現状の景観 景観イメージ

静岡市のココが聞きたい

個 人 質 問

令和４年６月29日、30日の２日間、17人の議員が個人質
問を行いました。質問の一部を抜粋してお知らせします。

自民党＝自由民主党静岡市議会議員団（22人）

創生静岡（８人）、公明党＝公明党静岡市議会（６人）

志政会（６人）、共産党＝日本共産党静岡市議会議員団（４人）

緑の党＝緑の党グリーンズジャパン（１人）

街づくり研究会（１人）

※４面以降会派名は略称で表示しています。会 派
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リカレント教育

　学校教育からいった

ん離れ社会に出たあ

とも、それぞれの人の

タイミングで学び直

し、仕事と教育を続け

ていく社会人の学び

をいう。

語句説明

質
問
者

小
山
　
悟
(
志
政
会
)

学
校
の
働
き
方
改
革
の
推
進

　
学
校
の
働
き
方
改
革
に
は
、
教
員
の
担
当
授
業
数
の
軽
減
と
、

事
務
作
業
の
更
な
る
軽
減
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
単
独
で
授

業
を
行
え
る
人
材
を
増
や
す
た
め
、
静
岡
市
単
独
措
置
と
し
て

の
加
配
が
必
要
で
あ
る
。
事
務
作
業
の
軽
減
に
お
い
て
は
、
教

員
業
務
支
援
員
の
全
校
配
置
の
継
続
と
配
置
時
間
の
拡
大
を
望

む
。
教
科
担
任
制
に
よ
る
加
配
教
員
と
、
教
員
業
務
支
援
員
の

現
在
の
配
置
状
況
は
、
ま
た
今
後
の
取
組
は
ど
の
よ
う
か
。

教
科
担
任
制
は
︑
加
配
教
員
を
活
用
し
︑
全
小
学
校
で
専
門

性
の
高
い
外
国
語
の
指
導
を
実
施
し
て
い
る
︒
今
後
は
他
教
科

へ
の
拡
大
と
︑
教
科
担
任
制
の
在
り
方
を
探
っ
て
い
く
︒
教
員

業
務
支
援
員
は
︑
全
校
へ
の
配
置
が
実
現
し
て
お
り
︑
今
後
は

教
育
の
質
の
向
上
︑
教
員
の
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
創
出

に
繋
げ
る
︒

質
問
者

天
野
　
正
剛
(
街
づ
く
り
研
究
会
)

子
ど
も
た
ち
に
平
和
へ
の
意
識
醸
成
を

　
市
内
の
高
校
生
か
ら
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
全
て
の
日
常
が
平
和
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し
か
し
、
戦
争
経
験
の
な
い
私
達
の
中
で
、

命
が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
、
遠
い
地
で
起
き
た

事
と
し
て
日
常
化
し
て
し
ま
う
の
が
怖
い
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
、
そ
の
立
場
に
身
を
置
い
て
考
え
、
想
像
し
、
身
近
な
問

題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
」
と
い
う
言
葉
を
戴

い
た
。
こ
う
し
た
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
平
和
を
維
持

す
る
努
力
や
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
が
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

意
識
醸
成
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
。

学
校
で
は
︑
平
和
な
国
際
社
会
を
築
き
上
げ
る
意
識
を
養
う

授
業
を
行
っ
て
い
る
︒
生
涯
学
習
施
設
で
は
︑
小
学
生
な
ど
を

対
象
に
戦
争
体
験
を
聞
く
講
座
を
実
施
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た

取
組
を
継
続
し
︑
平
和
へ
の
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
︒

質
問
者

堀
　
努
(
自
民
党
)

清
水
区
の
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
清
水
区
の
多
く
の
学
校
給
食
室
は
老
朽
化
し
た
状
態
の
ま
ま

使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
た
め
、
会
派
が
市
長
に
提
出
し
た
４
次

総
策
定
に
向
け
た
政
策
提
言
書
に
学
校
給
食
の
提
供
体
制
の
強

化
を
盛
り
込
み
、
清
水
地
区
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

早
急
に
建
設
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
新

し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設
場
所
と
完
成
時
期
を
明
確

に
し
、
広
く
保
護
者
や
学
校
関
係
者
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
が
、
清
水
区
に
お

け
る
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

現
在
︑
限
ら
れ
た
人
材
の
集
中
的
な
配
置
や
配
送
エ
リ
ア
な

ど
も
考
慮
し
︑
１
万
食
程
度
の
調
理
能
力
を
有
す
る
施
設
を
１

か
所
整
備
す
る
こ
と
が
適
切
と
考
え
検
討
を
進
め
て
お
り
︑
今

年
度
中
に
方
針
を
示
す
︒

質
問
者

杉
本
　
護
(
共
産
党
)

教
職
員
定
数
の
全
正
規
職
員
化

　
静
岡
市
職
員
定
数
条
例
で
定
め
た
定
数
は
、
全
て
常
勤
職
員

で
あ
る
正
規
職
員
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
国
の
義
務
標
準
法

を
基
に
定
め
た
４
年
度
の
本
市
に
お
け
る
教
職
員
定
数
２
９
８

８
人
に
対
し
、
同
年
４
月
当
初
に
配
置
さ
れ
た
正
規
職
員
は
２

８
３
４
人
と
な
っ
て
い
る
。
教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、
子

ど
も
た
ち
に
行
き
届
い
た
教
育
を
す
る
た
め
に
は
、
正
規
職
員

で
定
数
を
満
た
す
よ
う
努
力
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
な
ぜ
定
数

の
教
職
員
数
の
す
べ
て
を
正
規
職
員
に
し
な
い
の
か
。

正
規
職
員
の
配
置
拡
充
に
努
め
て
い
る
が
︑
児
童
生
徒
数
の

減
少
傾
向
に
不
確
定
要
素
が
あ
る
等
の
状
況
が
あ
る
た
め
︑
必

要
な
教
職
員
数
は
不
確
定
と
な
る
︒
ま
た
︑
今
後
の
定
年
引
上

げ
に
よ
り
︑
正
規
職
員
数
の
変
動
が
予
想
さ
れ
る
た
め
︑
す
べ

て
を
正
規
職
員
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
︑
教
職
員
の
一
部

を
臨
時
的
任
用
に
よ
り
採
用
し
て
い
る
︒

質
問
者

安
竹
　
信
男
(
創
生
静
岡
)

民
間
活
力
導
入
に
よ
る
閉
校
施
設
活
用
策

　
山
間
地
域
で
閉
校
し
た
学
校
施
設
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
地

域
住
民
は
、
閉
校
後
の
教
室
や
体
育
館
、
プ
ー
ル
な
ど
施
設
の

有
効
活
用
を
期
待
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
施
設
は
地
域
経

済
活
性
化
を
図
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
全
国
で
は
、
公
共

施
設
と
し
て
再
利
用
す
る
ほ
か
、
民
間
活
力
を
導
入
し
、
校
舎

を
利
用
し
た
農
業
施
設
、
食
品
加
工
施
設
な
ど
に
活
用
す
る
事

例
も
あ
る
。
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、
民
間
活
力
の
導
入
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

閉
校
後
の
学
校
に
地
域
経
済
活
性
化
を
目
的
と
し
て
民
間
活

力
を
導
入
し
た
事
例
は
ま
だ
な
い
︒
３
年
度
に
定
め
た
︑
跡
地

の
処
分
・
活
用
を
進
め
る
た
め
の
検
討
ル
ー
ル
に
基
づ
き
︑
４

年
度
は
︑
跡
地
活
用
が
決
ま
ら
ず
閉
校
に
至
っ
た
学
校
を
モ
デ

ル
に
︑地
域
住
民
へ
の
勉
強
会
等
を
試
験
的
に
開
催
す
る
な
ど
︑

民
間
活
力
導
入
に
向
け
取
り
組
む
︒

質
問
者

内
田
　
隆
典
(
共
産
党
)

生
活
保
護
行
政
の
体
制
強
化

　
本
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
担
当
す
る
世
帯
数
が
社
会
福
祉

法
に
お
け
る
標
準
担
当
世
帯
数
を
上
回
っ
て
い
る
現
状
を
改
善

す
べ
き
で
あ
る
。
３
年
度
の
包
括
外
部
監
査
で
も
職
員
配
置
の

改
善
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
て
実
施

さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
人
員
体
制
の
改
善
点
に
つ

い
て
の
設
問
で
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
職
員
の
増
員
で
あ
っ
た
。

自
由
記
述
で
は
現
場
職
員
か
ら
１
人
当
た
り
の
業
務
量
削
減
に

つ
い
て
の
切
実
な
訴
え
も
あ
り
、
計
画
的
に
早
期
に
職
員
の
増

員
が
必
要
で
あ
る
が
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

年
々
増
加
す
る
被
保
護
世
帯
数
の
状
況
を
勘
案
し
︑
平
成
25

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

22
人
増
員
し
た
ほ
か
︑
調
査
等
を
担
う
会
計
年
度
任
用
職
員
を

適
宜
配
置
し
て
い
る
︒
今
後
も
被
保
護
世
帯
数
の
推
移
や
職
場

の
状
況
を
踏
ま
え
︑
職
員
の
適
正
配
置
に
取
り
組
む
︒

質
問
者

島
　
直
也
(
自
民
党
)

「
食
」を
活
用
し
た
健
康
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、
人
づ
く
り
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
中
、
市
民
が
健
康
で
長
生
き
し
、
社
会
で
活
躍
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
と
っ
て
「
食
」
は
大

変
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
公
民
連

携
に
よ
る
「
食
」
を
活
用
し
た
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
食
関
連
事
業
の
今
後
の
取
組
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

今
後
は
︑
食
を
摂
る
側
と
提
供
す
る
側
の
取
組
を
強
化
し
て

い
く
︒
摂
る
側
へ
は
︑﹁
静
岡
シ
チ
ズ
ン
カ
レ
ッ
ジ
こ
・
こ
・
に
﹂

に
お
い
て
食
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
新
た
な
講
座
を
開
設
す

る
︒
一
方
︑
提
供
す
る
側
へ
は
︑
地
場
産
物
を
取
り
入
れ
た
ヘ

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
支
援
し
︑
外
食
か
ら
も
健
康
に
な

れ
る
食
の
普
及
を
目
指
す
︒

質
問
者

池
谷
　
大
輔
(
自
民
党
)

Ｗ
ｅ
ｂ
３
．０
時
代
へ
の
対
応

　
新
し
い
産
業
や
技
術
に
関
す
る
政
策
遂
行
に
は
、
多
く
の
不

確
実
性
が
伴
う
。
し
か
し
、
政
策
の
失
敗
や
悪
影
響
を
恐
れ
る

あ
ま
り
、
数
十
年
に
一
度
の
将
来
の
経
済
成
長
の
芽
を
摘
む
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
政
治
の
責
任
で
リ
ス
ク
を

正
し
く
見
積
も
り
、
ゼ
ロ
リ
ス
ク
で
な
く
て
も
前
に
進
む
覚
悟

で
Ｗ
ｅ
ｂ
３
.
０
時
代
の
責
任
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
消
費
の
促
進
や
交
流
人
口
の

増
加
を
目
指
し
、
す
で
に
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
発
に
取

り
入
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市
に
お
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
３
.

０
時
代
へ
の
対
応
と
、
メ
タ
バ
ー
ス
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

メ
タ
バ
ー
ス
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
出
来
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
︒
具
体
的
な
実
装
に
つ
い
て
は
︑

導
入
効
果
な
ど
を
幅
広
く
調
査
研
究
し
て
い
く
︒

質
問
者

寺
尾
　
昭
(
共
産
党
)

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
推
進

　
地
域
で
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
つ
い
て
、
知
っ
て
は
い
る
が
役
割
等
を
理
解
し
て
い
な
い

人
が
９
割
以
上
で
あ
り
、
住
民
へ
の
周
知
が
不
十
分
で
あ
る
。

委
員
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
職
務
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
必

要
性
、
負
担
の
軽
減
、
委
員
の
な
り
手
不
足
と
い
っ
た
問
題
点

や
課
題
に
つ
い
て
、
12
月
に
行
わ
れ
る
一
斉
改
選
に
向
け
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

担
い
手
の
確
保
に
は
︑
活
動
に
対
す
る
不
安
や
負
担
の
軽
減

が
重
要
で
あ
る
た
め
︑
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
や
緊
急
時
の

支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
︒
専
門
的
な
対
応
な
ど
の
重
要
な
事

項
は
︑
委
員
の
経
験
年
数
や
役
職
に
合
わ
せ
︑
実
際
の
事
例
を

踏
ま
え
た
研
修
を
充
実
さ
せ
活
動
を
支
援
す
る
︒
ま
た
︑
委
員

の
意
義
や
役
割
を
周
知
す
る
と
と
も
に
︑
地
域
の
方
の
協
力
を

得
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
︒

教
職
員
定
数
の
全
正
規
職
員
化

義務標準法

　公立の義務教育諸学校に関し、学校規模と教職

員の配置の適正化を図るため、学級編制及び教職

員定数の標準について必要な事項を定めるもの。

語句説明

Ｗｅｂ3.0

　ブロックチェーンと呼ばれる暗号などの技
術を基盤とし、分散化されたネットワーク上
で、特定のプラットフォームに依存することな
く、自立したユーザーが直接相互につながる新
たなデジタル経済圏。電子メールとウェブサイ
トを中心としたWeb1.0、スマートフォンとSNS
に特徴づけられるWeb2.0に続く新しい概念。

メタバース

　インターネット上の仮想空間であり、利用者
はアバターを操作して他者と交流するほか、仮
想空間上での商品購入といった試験的なサー
ビスも行うことができる。

ＮＦＴ

　Non-Fungible Token（非代替性トークン）。
ブロックチェーン上で発行される唯一無二の
デジタルトークン（証票）。

語句説明

学
校
の
働
き
方
改
革
の
推
進

　
学
校
の
働
き
方
改
革
に
は
、
教
員
の
担
当
授
業
数
の
軽
減
と
、

事
務
作
業
の
更
な
る
軽
減
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
単
独
で
授

業
を
行
え
る
人
材
を
増
や
す
た
め
、
静
岡
市
単
独
措
置
と
し
て

の
加
配
が
必
要
で
あ
る
。
事
務
作
業
の
軽
減
に
お
い
て
は
、
教

員
業
務
支
援
員
の
全
校
配
置
の
継
続
と
配
置
時
間
の
拡
大
を
望

む
。
教
科
担
任
制
に
よ
る
加
配
教
員
と
、
教
員
業
務
支
援
員
の

現
在
の
配
置
状
況
は
、
ま
た
今
後
の
取
組
は
ど
の
よ
う
か
。

性
の
高
い
外
国
語
の
指
導
を
実
施
し
て
い
る
︒
今
後
は
他
教
科

へ
の
拡
大
と
︑
教
科
担
任
制
の
在
り
方
を
探
っ
て
い
く
︒
教
員

業
務
支
援
員
は
︑
全
校
へ
の
配
置
が
実
現
し
て
お
り
︑
今
後
は

教
育
の
質
の
向
上
︑
教
員
の
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
創
出

に
繋
げ
る
︒

語句説明

加配教員の配置

　法律において、児童・生徒数及び学級数によっ

て決まる基礎定数に加え、様々な教育課題に対

応するために自治体に配分された加配定数に

よって職員を配置すること。

教員業務支援員

　教師がより児童への指導や教材研究等に注力

できるよう、教師の業務の支援に従事し、負担軽

減を図る支援員。スクール・サポート・スタッフ。

語句説明
民生委員・児童委員

　民生委員は、厚生労働大臣の委嘱を受けたボ

ランティアで、児童委員を兼ねる。高齢、障が

い、児童等、地域住民の相談に幅広く応じる。



各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
︑そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
長
等
が
報
告
し
ま
し
た
︒

委
員
長
報
告
に
お
け
る
委
員
の
意
見
や
要
望
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

常
任
委
員
長
報
告

総
務
委
員
会

市
民
環
境
教
育
委
員
会

厚
生
委
員
会

＊
観
光
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
つ
い
て
︑
久
能
山

下
の
新
た
な
観
光
ト
イ
レ
が
誰
も
が
使
い
や
す
い
も

の
と
な
る
よ
う
︑
関
係
者
と
意
見
調
整
し
整
備
を
進

め
る
こ
と
︒

＊
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
助
成
に
つ
い
て
︑

コ
ロ
ナ
に
加
え
︑
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ

り
市
内
事
業
者
の
不
安
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
対
策
を
求
め
る
︒

＊
清
水
港
海
づ
り
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
︑
県
が
整

備
す
る
人
工
海
浜
︑
緑
地
と
併
せ
︑
清
水
港
の
海
洋

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
早
期
完
成
を
目

指
す
こ
と
︒

＊
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
費
助
成
に
つ
い
て
︑

持
続
可
能
な
稼
げ
る
農
業
︑
中
山
間
地
を
目
指
し
︑

担
い
手
確
保
に
向
け
た
支
援
を
進
め
る
こ
と
︒
ま
た
︑

新
規
就
農
者
を
増
や
し
て
農
業
生
産
性
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
︒

＊
静
岡
市
多
文
化
共
生
の
ま
ち
推
進
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
︑
条
例
の
趣
旨
を
広
く
市
民
に
周
知
し
︑
外
国

人
住
民
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
活
動
を
す
る
こ
と
︒

今
後
︑
多
文
化
共
生
の
理
解
が
広
ま
る
こ
と
を
望
む
︒

＊
今
回
の
補
正
予
算
の
多
く
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
わ
る
も
の
で
︑
市
民
の
命
や
暮
ら

し
に
直
結
す
る
た
め
︑円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
︒
ま
た
︑

市
民
に
そ
れ
ら
の
事
業
が
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
た
め
︑
色
々
な
手
段
・
方
法
を
用
い
て

周
知
を
図
ら
れ
た
い
︒

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い

て
は
︑
４
回
目
接
種
に
対
す
る
意
欲
の
低
下
を
懸
念

し
て
い
る
︒
周
知
と
併
せ
て
︑
接
種
に
前
向
き
に
な

る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
作
成
を
検
討
し
︑
引

き
続
き
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
︑
丁
寧
に
対

応
す
る
こ
と
︒

＊
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
に
つ

い
て
︑
昨
年
度
の
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世

帯
へ
の
給
付
金
の
実
績
が
︑
予
算
額
の
５
割
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
原
因
を
検
証
し
︑
今

後
の
事
業
に
生
か
す
こ
と
︒

＊
女
性
の
た
め
の
支
援
者
養
成
事
業
に
つ
い
て
︑
受
講

者
が
女
性
の
抱
え
る
課
題
に
寄
り
添
い
︑
現
場
の
最

前
線
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て

い
る
︒
ま
た
︑
研
修
で
の
学
び
が
︑
ど
の
よ
う
な
場

で
活
か
さ
れ
る
の
か
事
前
に
計
画
し
た
上
で
進
め
る

こ
と
︒

＊
脱
炭
素
先
行
地
域
に
か
か
る
事
業
に
つ
い
て
︑
市
民

に
対
し
︑
脱
炭
素
の
意
義
や
効
果
を
周
知
す
る
と
と

も
に
︑
削
減
目
標
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
︒

＊
西
ケ
谷
清
掃
工
場
運
転
事
業
に
つ
い
て
︑
コ
ー
ク
ス

の
高
騰
な
ど
で
ご
み
処
理
に
か
か
る
負
担
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
ご
み
減
量
の
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
︒

＊
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
に
関
連
し
た
︑
給
食
費

に
つ
い
て
は
︑
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
食
材
費
の

値
上
げ
な
ど
を
検
討
す
る
際
は
︑
慎
重
に
議
論
す
る

と
と
も
に
︑
値
上
げ
を
実
施
す
る
場
合
は
︑
そ
の
理

由
を
市
民
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
か
ら
進

め
て
ほ
し
い
︒

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て
︑
地
域
経
済
が
活
性
化
し
︑
市
民

生
活
を
守
れ
る
対
応
策
が
行
え
る
よ
う
国
に
対
し
て

予
算
確
保
に
向
け
た
要
望
を
さ
れ
た
い
︒

＊
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
の

実
施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て
︑
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
︑
適
切
な
課
税
︑

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
予
定

ど
お
り
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
た
め
︑
不
採
択
と
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
︒
一
方
︑
制
度
の
導
入
に

よ
り
︑
中
小
零
細
業
者
に
多
大
な
負
担
が
生
じ
︑
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
声
も
あ
る
︒
こ
の
請

願
の
趣
旨
は
︑
景
気
が
回
復
す
る
ま
で
制
度
の
実
施

延
期
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
た
め
︑
採
択
す
べ
き
と

の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
︒

観
光
文
化
経
済
委
員
会

都
市
建
設
委
員
会

企
業
消
防
委
員
会

令和４年度

補正予算

条例の

一部改正

条例の制定

議員提出議案

人事案件

請願

その他の議案

議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

創
生
静
岡

街
づ
く
り

研
究
会

共
産
党

緑
の
党

会 派 名

令和４年度静岡市一般会計補正予算（第２号）
令和４年度静岡市水道事業会計補正予算（第１号）
令和４年度静岡市下水道事業会計補正予算（第１号）
静岡市多文化共生のまち推進条例の制定について
静岡市附属機関設置条例の一部改正について
静岡市手数料条例の一部改正について
静岡市営住宅条例の一部改正について
静岡市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
静岡市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について
高規格救急自動車の購入について
市道路線の変更について（小金本道線ほか１件）
市道路線の認定について（瀬名五丁目８号線ほか３件）
人権擁護委員の推薦について
卑劣なテロ行為を糾弾する決議
ウクライナ避難民支援策の充実を求める意見書
環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設のＺＥＢ化のさらなる推進を求める意見書
適格請求書等保存方式「インボイス制度」の実施延期を求める意見書提出を求める請願

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
賛成
可決
可決
可決
不採択

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
× 〇 × × 〇 〇 ×

件　　名
件 名 付託先 結果

（○=賛成、×=反対）

6月定例会提出議案等の会派別賛否一覧 陳情審査結果

ＨＰＶワクチン
（子宮頸がんワ
クチン）積極的
勧奨再開に関
する陳情

厚生委員会 不採択

　９月定例会について、下記の日程
でコミュニティＦＭラジオ局での放
送を予定しています。
※日程は、変更になる場合があります。

次回定例会総括質問
ダイジェスト版放送

令和４年

９月26日（月）～30日（金）

午後８時から９時まで

ＦＭ－Ｈｉ（76.9ＭＨｚ）
マリンパル（76.3ＭＨｚ）

放送局：

日　時：

＊
高
規
格
救
急
自
動
車
の
購
入
に
つ
い
て
︑
今
回
は
車

両
の
更
新
時
期
が
重
な
っ
た
が
︑
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
の
更
新
は
市
民
の
安
全
・
安
心
に
直
結
す
る
の

で
︑
計
画
ど
お
り
に
実
施
で
き
る
よ
う
進
捗
管
理
を

行
う
と
と
も
に
︑
更
新
時
期
の
平
準
化
に
努
め
ら
れ

た
い
︒

＊
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
緊
急
対
策
に
伴
う
水
道
事

業
及
び
下
水
道
事
業
の
工
事
費
の
増
額
に
つ
い
て
は
︑

燃
料
費
や
材
料
費
が
高
騰
し
︑
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
で
は
あ
る
が
︑
建
設
費
等
の
経
費
縮
減
に
努
め

る
一
方
︑
適
正
に
予
算
を
執
行
し
︑
市
民
生
活
の
影

響
を
最
小
限
と
す
る
よ
う
対
応
す
る
こ
と
︒

＊
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
は
︑
今
回
の
改
正
に
係
る
地
区
に
と

ど
ま
ら
ず
︑
浸
水
対
策
推
進
プ
ラ
ン
全
般
に
わ
た
り
︑

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
計
画
的
に
対
応
さ
れ
た
い
︒

＊
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
工
事
費
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
︑
事
業
費
の
10
％
を
増
額
す
る

こ
と
は
︑
他
の
自
治
体
に
は
な
い
事
業
者
支
援
で
あ

り
︑早
急
な
対
応
を
評
価
す
る
︒
な
お
︑発
注
に
当
た
っ

て
は
︑
災
害
時
の
対
応
を
は
じ
め
︑
市
内
経
済
︑
雇

用
に
も
影
響
が
あ
る
た
め
︑
各
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
す
る
こ
と
︒

＊
上
土
団
地
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
に
つ
い
て
︑

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
︑
住
民
に
と
っ
て
は
事
業
の
主
体
性

や
説
明
責
任
の
所
在
な
ど
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う

課
題
が
あ
る
た
め
︑
事
業
者
が
決
定
し
た
後
も
︑
行

政
と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
︑
市
民
へ
の
情
報
発

信
に
努
め
る
こ
と
︒

＊
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
︑
津
波
浸
水
想
定
区
域

を
優
先
的
に
調
査
す
る
た
め
の
事
業
費
の
増
額
で
あ

る
た
め
︑
令
和
11
年
度
末
に
津
波
浸
水
想
定
区
域
の

調
査
が
完
了
す
る
よ
う
︑
第
２
期
地
籍
調
査
基
本
計

画
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
︑
で
き
る
だ
け
前
倒

し
で
取
り
組
む
こ
と
︒
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市議会議員の
を公開しています

議長交際費の執行（支出）状況を
公開しています

　静岡市議会では、市民の皆さんに開
かれた議会を目指しています。
　そこで、皆さんのご意見を参考に、よ
り効果的で親しみやすい市議会だよりと
するため、アンケート調査を実施します。
　右のQRコードを読み
込み、ご回答ください。

（質問は５問あり、所要時
間は５分程度です。）

市議会だよりのアンケートを実施

音声版・点字版議会だよりのご案内
視覚障がいのある方のための
❶声の市議会だより
　 （デイジーＣＤ版、カセットテープ版）
❷市議会だより点字版

を作成しています。
ご希望の方は、調査法制課までお問合せください。

※デイジーＣＤ版
　音声をＣＤに録音したもので、
　専用の再生機やパソコンで
　再生できます。

市議会だより
点字版

みなさまの声をお聞かせください！

所得等報告書 関連会社等報告書 資産等補充報告書

令和３年度政務活動費交付金の会派別執行状況

静岡市議会ホームページアドレス
https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_000260.html

静岡市議会

(編集元） 静岡市議会事務局　
〒420-8602 静岡市葵区追手町5番1号
議会総務課　　（054）221-1158
議　事　課　　（054）221-1159
調査法制課　　（054）221-1481
　　 　　　　 ＦＡＸ.（054）251-9213

次回定例会日程
９月定例会は、９月９日開会です。

日程は次のとおりです。　

　「政治倫理確立のための静岡市議会議員の資産等の公開に関する条例」に基づき、

「所得等報告書」「関連会社等報告書」「資産等補充報告書」を市政情報コーナー（市役所

静岡庁舎新館１階）で公開しています。

　議長交際費の支出状況を公開することにより透明性を高め、

議会に対する市民の理解と信頼を深めるため、前月分の執行状況

をまとめて、毎月20日頃、市議会ホームページに掲載しています。

　静岡市議会では、政務活動費の適正な運用と使途の透明性を確保するため、各区役所の市政情報コーナー及び市ホームページにおいて、収支報告書及び

支払証拠書類等を公開しています。

※日程は変更になることがあります。

　（最新情報は、市議会ホームページで  
　ご確認ください。）
※議場・委員会室は市役所静岡庁舎本館
　にあります。

開催日 会議名 場　所
議会運営委員会
議案説明会
本会議

議会運営委員会
本会議（総括質問）
本会議（総括質問）
本会議（総括質問）
厚生委員会

観光文化経済委員会
都市建設委員会
厚生委員会

観光文化経済委員会
都市建設委員会
総務委員会
企業消防委員会
市民環境教育委員会
総務委員会
企業消防委員会
市民環境教育委員会
議会運営委員会
本会議

第２委員会室
議場
議場
第２委員会室
議場
議場
議場
第１委員会室
第２委員会室
第３委員会室
第１委員会室
第２委員会室
第３委員会室
第１委員会室
第２委員会室
第３委員会室
第１委員会室
第２委員会室
第３委員会室
第２委員会室
議場

８月

９月

10月

29日(月)
31日(水)
９日(金)
15日(木)
20日(火)
21日(水)
22日(木)

27日(火)

28日(水)

29日(木)

30日(金)

11日(火)
12日(水)

会期 34日間

次回「しずおか市議会だより（令和4年9月定例会号）」
は令和４年12月1日発行予定です。

【URL】 

https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_006385.html

自由民主党
静岡市議会議員団

交　付　金 　

雑　収　入 　

計　　① 　

調査研究費

研　修　費

広報広聴費

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事務所・事務費

計　　② 　

66,000,000

87

66,000,087

2,113,269

327,080

12,038,829

81,200

0

1,281,027

762,247

10,926,308

8,426,961

35,956,921

30,043,166

創生静岡

24,000,000

53

24,000,053

318,845

0

6,590,354

0

0

623,761

275,280

4,939,808

4,647,264

17,395,312

6,604,741

公明党
静岡市議会

18,000,000

40

18,000,040

0

215,245

3,555,996

0

0

1,276,460

750,874

4,322,472

3,810,940

13,931,987

4,068,053

志政会

18,000,000

17

18,000,017

0

130,555

4,912,388

0

13,640

97,532

227,026

5,386,366

4,908,262

15,675,769

2,324,248

日本共産党
静岡市議会議員団

12,000,000

16

12,000,016

0

73,660

1,192,253

0

0

12,195

384,734

8,881,405

1,151,344

11,695,591

304,425

緑の党
グリーンズジャパン

3,000,000

4

3,000,004

0

20,000

0

0

0

2,785

69,135

2,740,448

167,366

2,999,734

270

街づくり研究会

3,000,000

4

3,000,004

0

0

0

0

0

1,182

71,720

802,724

950,180

1,825,806

1,174,198

合 計

144,000,000

221

144,000,221

2,432,114

766,540

28,289,820

81,200

13,640

3,294,942

2,541,016

37,999,531

24,062,317

99,481,120

44,519,101

（単位：円）

１階

３階

４階

葵 区 役 所

駿河区役所

清水区役所 

【市政情報コーナー（各区役所地域総務課内）】

政務活動費とは？

　「地方自治法第100条第14項及び第15項」及び「静岡市議会政務活動費の交付に

関する条例」の規定に基づき、静岡市議会の議員の調査研究その他の活動に資す

るため必要な経費の一部として、市議会における会派に対し交付するものです。

会派（所属議員が１人の場合を含む）に対して交付

月額25万円×会派の所属議員数

（年度末に残余金が生じた場合は返還）

四半期ごとに交付

交付対象：
交付金額：

交付方法：

支

　出

収

　入

１

２

３

４

５

６

７

８

９

残余金　①－②

市議会クイズ答え ：３

ステンドグラス

漆喰のライオン

　議場には様々な装飾
が施されており、窓に
はステンドグラスがは
められています。
　さて、ステンドグラス
は何枚あるでしょうか。

１.   ３枚
２． 10枚
３． 14枚

※答えは７面左下

市議会クイズ
【問題】


